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ク
ッ
ト
ル
教
授
の
損
益
分
岐
点
分
析
論
に
つ
い
て
（
末
政
）
損
益
分
岐
点
分
析
の
問
題
は
種
々
の
角
度
か
ら
多
方
面
に
わ
た
り
、
多
く
の
人
々
に
よ
っ
て
論
ぜ
ら
れ
て
い
る
。
タ
ッ
ト
ル
教
授
の
論
文
は
、
(
1
)
 
そ
の
テ
ー
マ
『
損
益
分
岐
点
分
析
に
お
け
る
在
庫
変
動
の
影
響
』
に
も
見
ら
れ
る
如
く
、
特
定
領
域
問
題
の
分
析
に
紋
ら
れ
て
い
る
。
通
常
の
損
益
分
岐
点
分
析
が
そ
の
前
提
条
件
と
し
て
、
生
産
量
と
販
売
量
が
同
一
で
あ
り
、
且
在
庫
品
と
当
期
製
造
原
価
構
成
が
同
じ
で
あ
る
こ
と
を
求
め
て
い
る
。
タ
ッ
ト
ル
教
授
は
こ
の
様
な
前
提
条
件
を
積
極
的
に
取
り
除
い
た
状
態
の
も
と
で
の
損
益
分
岐
点
分
析
を
論
じ
て
い
る
。
生
産
量
と
販
売
量
が
相
違
し
、
在
庫
変
動
が
あ
る
場
合
の
損
益
分
岐
点
分
析
(
2
)
 
の
考
察
も
多
く
の
論
者
に
よ
っ
て
行
れ
て
い
る
が
、
タ
ッ
ト
ル
教
授
の
分
析
は
他
の
論
著
に
見
ら
れ
な
か
っ
た
幾
つ
か
の
特
徴
が
見
ら
れ
る
。
そ
の
点
に
注
目
し
て
彼
の
分
析
方
法
を
詳
し
く
解
説
し
な
が
ら
問
題
点
末
政
芳
信
タ
ッ
ト
ル
教
授
の
損
益
分
岐
点
分
析
論
に
つ
い
て
”
資
料
紹
介
I
五
を
明
ら
か
に
し
た
い
と
思
う
。
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こ
の
論
文
に
お
け
る
引
用
文
献
を
参
照
さ
れ
た
い
。
ク
ッ
ト
ル
教
授
は
、
最
初
に
分
岐
点
分
析
の
有
用
性
と
し
て
、
①
操
業
度
変
動
が
利
益
に
如
何
な
る
影
響
を
ぱ
与
え
る
か
を
わ
か
り
易
く
示
し
、
R
そ
の
分
析
資
料
に
よ
り
代
替
的
選
択
決
定
に
お
け
る
種
々
の
影
響
を
知
ら
せ
、
⑧
包
括
的
予
算
編
成
に
お
け
る
原
価
、
売
上
高
の
予
定
を
容
易
な
ら
し
め
る
点
を
挙
げ
て
い
、
る
6
し
か
し
、
こ
の
様
な
損
益
分
岐
点
分
析
を
特
に
在
庫
変
動
が
生
ず
る
場
合
の
問
題
に
限
定
さ
れ
て
い
る
。
在
庫
変
動
に
お
け
る
彼
の
損
益
分
岐
点
分
析
は
、
在
庫
変
動
が
な
い
と
仮
定
さ
れ
た
場
合
の
通
常
の
損
益
分
岐
点
分
析
手
法
と
著
し
く
異
っ
た
ア
プ
ロ
ー
チ
が
と
ら
れ
て
い
る
。
彼
に
よ
っ
て
論
ぜ
ら
れ
る
在
庫
変
動
は
、
仕
掛
品
在
庫
の
問
題
に
ふ
れ
な
い
で
製
品
在
庫
(Ee
in, 
(
2
)
 
<
g
t
o
r
y
 o
f
 finished goods)
の
変
動
に
限
定
さ
れ
て
い
る
。
従
っ
て
彼
の
例
示
並
び
に
そ
の
分
析
は
す
べ
て
製
品
在
庫
変
動
の
場
合
に
限
ら
れ
て
い
る
こ
と
を
先
ず
注
目
す
べ
き
で
あ
る
と
思
う
。
400 
例
示
一
の
各
ケ
ー
ス
は
A
製
造
会
社
の
種
々
の
予
算
状
態
を
示
し
て
い
る
が
、
そ
れ
ら
の
ケ
ー
ス
ー
、
2
、
3
の
各
予
算
は
そ
れ
ぞ
れ
代
替
的
な
も
の
を
意
味
し
て
い
な
い
。
む
し
ろ
各
ケ
ー
ス
は
分
析
的
ア
プ
ロ
ー
チ
を
例
示
す
る
た
め
の
予
算
で
あ
る
。
と
彼
は
(
4
)
 
述
べ
て
い
る
。
彼
の
論
述
は
、
各
ケ
ー
ス
の
中
で
一
番
適
当
な
も
の
を
選
択
す
る
こ
と
で
な
く
、
各
ケ
ー
ス
に
お
け
る
損
益
分
岐
点
分
析
の
手
法
の
違
い
を
明
示
す
る
こ
と
で
あ
る
点
に
注
意
す
べ
き
で
あ
る
。
売上
在庫 19581/1
生産
直接材料費
直接労務費
固定間接費
変動間接費
在庫 195812/31
売上原価
総利益
経費
販売費
固定費
変動費
一般管理費
固定費 40, 000 40, 000 40, 000 
変動費 40, 000 45, 000 40,000 
総経費 194,000 207,000 ・ 194,000 
予算純利益 166,000 196,000 168,000 
(a) 上の 3つのケースは本質的且分析的アプローチを例示する異つた予算であ
り，それらは代替的なものを表していない。
在庫はその変動が無視される程重要でない。・
ク
ッ
ト
ル
教
授
の
損
益
分
岐
点
分
析
論
に
つ
い
て
（
末
政
）
こ
の
様
な
製
品
在
庫
変
動
に
お
け
る
損
益
分
岐
点
分
析
を
具
体
的
な
例
示
を
通
し
て
説
明
す
る
に
当
っ
て
、
タ
ッ
ト
ル
教
授
ほ
次
の
三
つ
の
状
況
を
基
本
的
(
3
)
 
な
仮
定
と
し
て
述
べ
て
い
る
。
即
ち
、
ー
、
製
品
在
庫
の
減
少
は
販
売
に
比
例
的
に
な
さ
れ
る
。
（
例
示
一
の
ケ
ー
ス
2
の
予
算
）
2
、
製
品
在
庫
の
減
少
は
あ
る
特
定
数
量
部
分
よ
り
な
さ
れ
る
。
（
例
示
一
の
ケ
ー
ス
2
の
予
算
）
3
、
製
品
原
価
計
算
に
あ
た
り
、
後
入
先
出
法
の
採
用
（
例
示
一
の
ケ
ー
ス
2
)
、
並
び
に
先
入
先
出
法
の
採
用
（
例
示
一
の
ケ
ー
ス
2
及
び
3
)
を
な
す。
〔例示 1)
A製造会社の1958年と対する予算 (a)
ケース1. ケース2.
（在庫なし） （後入先出法）
個数金額個数金額
80, 000 960, 000 90, 000 1, 080, 000 
(b) 40, 000 308, 000 
80,000 80,000 
ケース3.
（先入先出法）
個数金額
80,000 960,000 
20,000 148,000 
80,000 
240,000 
160,000 
120,000 
80,000 
(b) 
600,000 
360,000 
80,000 
30,000 
90,000 
50,000 
64,000 
240,000 
160,000 
120,000 
80,000 
231,000 
677,000 
403,000 
50,000 
72,000 
20,000 
80,000 ． 
24(),000 
160,000 
120,000 
80,000 
150,000 
598,000 
362,000 
50,000 
64,000 
五
(b) 
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ク
ッ
ト
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教
授
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損
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点
分
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に
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（
末
政
）
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更
に
彼
の
例
示
一
の
各
予
算
並
び
に
そ
の
分
析
は
次
の
諸
仮
定
に
も
(
5
)
 
と
づ
い
て
い
る
。
①
変
動
費
は
生
産
又
は
販
売
の
単
位
数
盤
と
共
に
比
例
的
に
変
動
す
る
。
a
単
位
変
動
製
造
原
価
は
直
接
材
料
費
一
―
ー
ド
ル
、
直
接
労
務
袈
ニ
ド
ル
又
び
変
動
製
造
間
接
費
一
ド
ル
で
あ
る
。
b
変
動
諸
経
費
は
単
位
販
売
当
り
八
0
セ
ン
ト
の
販
売
費
、
単
位
販
売
当
り
五
0
セ
ン
ト
の
一
般
管
理
費
で
あ
る
。
R
固
定
費
は
熟
慮
さ
れ
た
生
産
の
関
連
範
囲
内
で
は
生
産
も
し
く
は
販
売
に
伴
い
変
動
し
な
い
。
⑧
製
品
の
単
位
販
売
価
額
は
十
ニ
ド
ル
で
あ
る
。
こ
の
様
な
諸
前
提
ほ
通
常
の
損
益
分
岐
点
分
析
が
論
ぜ
ら
れ
る
場
合
一
般
に
取
り
上
げ
ら
れ
る
も
の
と
同
じ
で
あ
り
、
自
新
し
い
も
の
と
は
(
6
)
 
思
わ
れ
な
い
。
前
頁
に
彼
の
例
示
一
の
各
ケ
ー
ス
を
示
す
こ
と
に
す
る
。
彼
は
右
の
例
示
一
の
ケ
ー
ス
ー
に
表
わ
さ
れ
た
資
料
に
も
と
づ
い
て
”
典
形
的
分
析
I
を
例
示
二
及
び
例
示
―
―
-
（
図
表
分
析
）
を
中
心
と
し
て
行
っ
て
い
る
。
こ
の
ケ
ー
ス
ー
は
在
庫
変
動
が
重
要
で
な
く
、
無
視
さ
れ
て
も
よ
い
、
所
謂
生
産
数
量
と
販
売
数
量
が
同
一
の
ケ
ー
ス
で
あ
り
、
そ
の
損
益
分
岐
点
分
析
も
通
常
の
分
析
と
同
じ
で
あ
る
。
タ
ッ
ト
(
7
)
 
ル
教
授
の
計
算
方
式
は
例
示
二
に
お
い
て
次
の
様
に
書
か
れ
て
い
る
。
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r
彼
は
そ
の
検
算
証
明
と
し
て
、
損
益
分
岐
点
売
上
高
に
も
と
づ
い
た
損
益
計
算
書
を
作
成
し
て
い
る
が
、
特
異
な
も
の
で
な
い
の
で
省
略
す
る
。
更
に
、
彼
は
そ
の
場
合
の
図
表
分
析
も
例
示
三
に
お
い
て
示
し
て
い
る
が
、
目
新
し
い
も
の
で
は
な
い
の
で
、
こ
こ
で
は
省
略
す
る
こ
と
に
し
た
い
。
タ
ッ
ト
ル
教
授
は
例
示
一
の
予
算
年
度
一
九
五
八
年
に
は
在
庫
削
滅
の
た
め
の
努
力
を
払
う
こ
と
が
必
要
で
あ
り
、
そ
の
場
合
次
の
影
響
が
十
分
理
解
さ
れ
る
様
に
、
図
表
で
表
示
さ
れ
る
こ
と
が
望
ま
し
い
と
述
(
8
)
 
べ
て
い
る
。
そ
れ
ほ
H
そ
の
年
に
、
在
庫
か
ら
の
販
売
に
よ
り
一
0
、
0
0
0ケ
を
超
え
な
い
範
囲
で
在
庫
減
少
さ
せ
る
決
定
の
影
響
、
口
そ
の
年
に
、
ど
れ
だ
け
販
売
さ
れ
る
か
に
関
係
な
し
に
、
一
0
、
0
0
0
ケ
だ
け
在
庫
減
少
さ
せ
る
決
定
の
影
響
が
具
体
的
に
損
益
分
岐
点
分
析
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の
計
算
で
ど
の
様
に
表
わ
れ
る
か
を
論
述
す
る
こ
と
が
タ
ッ
ト
ル
教
授
の
課
題
と
な
っ
て
い
る
。
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こ
こ
で
は
前
述
の
日
の
課
題
即
ち
”
比
例
的
在
庫
減
少
“
の
場
合
の
彼
の
損
益
分
岐
点
分
析
を
紹
介
す
る
こ
と
に
す
る
。
タ
ッ
ト
ル
教
授
に
(
1
)
 
よ
れ
ば
次
の
如
く
で
あ
る
。
例
示
一
に
お
け
る
ケ
ー
ス
2
は
在
庫
部
分
を
取
崩
す
結
果
を
も
た
ら
す
予
算
で
あ
り
、
こ
の
予
算
は
後
入
先
出
法
を
採
用
し
て
い
る
。
一
九
五
八
年
に
は
九
0
、
0
0
0ケ
の
販
売
見
込
み
で
、
そ
の
売
上
原
価
の
l
-
9
は
期
首
製
品
在
庫
の
減
少
に
よ
り
、
そ
の
8
-
9
は
当
期
の
製
造
製
品
に
よ
っ
て
ま
か
な
わ
れ
る
と
い
う
政
策
の
形
響
が
損
益
分
岐
点
分
析
で
明
ら
か
に
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
の
様
に
、
期
首
製
品
が
減
少
す
る
数
量
乃
至
金
額
的
在
庫
変
動
の
場
合
の
損
益
分
岐
点
数
量
の
算
ク
ッ
ト
ル
教
授
の
損
益
分
岐
点
分
析
論
に
つ
い
て
（
末
政
）
逹
津
宦
蓋
出
に
あ
た
っ
て
の
ア
プ
ロ
ー
チ
は
次
の
如
く
で
あ
る
。
即
ち
『
手
持
ち
製
品
在
庫
の
原
価
は
現
実
に
は
固
定
費
の
一
形
態
(a
form of f
i
x
e
d
 
c
o
s
t
)
で
あ
る
。
こ
れ
ら
製
品
が
製
造
さ
れ
た
前
の
期
間
に
お
い
て
、
賦
課
さ
れ
た
原
価
は
固
定
費
及
び
変
動
費
の
両
要
素
で
構
成
さ
れ
て
い
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
現
在
又
は
将
来
の
如
何
な
る
分
析
に
と
っ
て
も
、
そ
の
固
定
費
及
び
変
動
費
の
個
々
の
金
額
は
意
味
を
も
た
な
い
。
在
庫
品
か
ら
販
売
さ
れ
た
数
量
は
、
過
去
の
結
果
と
し
て
原
価
の
増
加
を
も
た
ら
し
て
い
る
。
そ
れ
故
、
販
売
並
び
に
一
般
管
理
活
動
に
よ
り
当
期
に
発
生
し
た
変
動
費
プ
ラ
ス
そ
れ
ら
過
去
原
価
の
総
額
を
超
え
る
販
売
価
額
の
附
加
的
増
加
額
の
み
が
、
現
在
の
期
間
原
価
の
吸
収
並
び
に
利
益
に
対
し
て
貢
献
す
る
こ
と
が
出
来
る
。
こ
の
在
庫
品
原
価
の
認
識
が
損
益
分
岐
点
表
示
に
お
い
て
本
質
的
な
も
の
で
あ
る
。
そ
の
在
庫
品
原
価
は
如
何
な
る
利
益
も
獲
得
さ
れ
る
以
前
に
回
収
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
歴
史
的
に
投
資
さ
れ
た
原
価
で
あ
り
、
し
か
も
損
益
分
岐
点
図
表
が
当
年
度
の
予
定
を
反
映
す
る
様
に
マ
ネ
ー
ジ
メ
ン
ト
に
提
供
さ
れ
る
、
と
い
っ
た
諸
前
提
の
も
と
に
お
け
る
損
益
分
岐
点
数
量
の
決
定
は
例
示
(
2
)
 
四
に
お
け
る
が
如
く
に
な
る
。
』
(
3
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0
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濤
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0
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1
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0
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0
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0
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彗
昌
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＝
胃
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0
6
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0
0
0
+
9
0
,
0
0
0
?
I
I
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4
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5
1
1
1
1
1
0
)
溢
印
5
百
浣
1
が
持
油
濤
要
盤
A
蹄
が
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〔
落
頴
毘
涸
〕
1
2
0
,
0
0
0
+
9
0
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o
o
o
(
r
i
o
I
=
＝8
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i
江
匹
1
茂
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4
,
5
1
1
1
1
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蔀
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澪
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6
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5
2
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滞
鴇
宦
温
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中
澪
痴
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L
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6
,
5
5
2
1
T
R
吟
1
2
.
0
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5
5
8
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2
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併
競
滞
湮
浬
鋸
涸
甫
4
1
,
3
8
0
1
T
R
苧
6
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0
0
$
 
2
4
8
,
2
8
0
 
回
滞
至
滞
津
1
2
0
,
0
0
0
等
3
6
a
,
2
8
0
3
9
,
8
2
4
 
4
0
8
,
1
0
4
 
1
5
0
,
5
2
0
 
4
6
,
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9
0
,
0
0
0
 
R
⇔
1. 
3
0
 
6
0
,
 5
1
8
 
7. 
7
0
 
1
5
0
,
5
1
8
 
五
五
芦
財
中
―
海
洒
冷
廿
t
0
函
霊
届
(＊
2
)
!
 JI、
存
恥
況
疼
卿
叫
舜
温~L、
沖
器
湘A
母
が
）
右
の
引
用
文
に
よ
っ
て
タ
ッ
ト
ル
教
授
の
基
本
的
な
考
え
方
が
窺
A
ズ
る
。
彼
は
、
損
益
分
岐
点
分
析
に
お
い
て
期
首
在
庫
原
価
が
当
初
固
定
費
、
変
動
費
に
よ
っ
て
構
成
さ
れ
て
い
た
と
し
て
も
、
そ
れ
を
分
割
し
て
考
え
な
い
で
、
そ
の
在
庫
原
価
総
額
を
固
定
的
な
も
の
と
し
て
回
収
を
図
ろ
う
と
す
る
考
え
で
あ
る
。
さ
て
例
示
四
に
示
め
さ
れ
た
損
益
分
岐
点
の
具
体
的
算
出
方
法
に
つ
い
て
考
察
す
る
と
、
H
そ
の
計
算
公
式
に
お
け
る
分
子
ほ
、
在
庫
変
動
の
な
い
通
常
の
損
益
分
岐
点
算
出
の
場
合
と
同
じ
で
あ
る
。
口
そ
の
分
母
は
予
定
在
庫
削
減
量
と
当
期
予
算
の
予
定
生
産
量
に
よ
る
各
貢
献
額
の
割
合
に
よ
っ
て
、
平
均
単
位
当
り
貢
献
差
額
を
表
し
て
い
る
。
従
っ
て
そ
の
計
算
は
次
の
様
に
な
る
。
4
6
,
 5
5
2
7
:
 
•• 
（
s
 I) 
1
2
0』
0
0
0
+
9
0
.
0
0
0
 
2
1
0
,
0
0
0
 
8
 
4
.
 
5
1
1
1
1
1
 
B
E
1
1
 3
ー
|
|
＋
4
.
7
0
ー
ー
ー
9
 
9
 
更
に
、
こ
の
場
合
に
お
け
る
損
益
分
岐
点
図
表
を
タ
ッ
ト
ル
教
授
は
例
示
五
に
お
い
て
画
い
て
い
る
。
彼
の
図
表
分
折
の
説
明
を
見
る
と
次
(
4
)
 
の
如
く
で
あ
る
。
例
示
五
の
図
表
に
は
二
つ
の
単
位
尺
度
即
ち
販
売
尺
度
と
生
産
尺
度
が
あ
る
。
即
ち
四
五
、
0
0
0ケ
の
販
売
水
準
で
は
、
変
動
製
造
原
価
は
四
0
、
0
0
0ヶ
を
製
造
す
る
変
動
費
と
さ
れ
る
。
こ
れ
は
販
売
さ
⇔
2
*
 
9
1
 
404 
れ
た
各
9
ケ
の
内
1
ケ
は
在
庫
数
量
の
減
少
に
よ
る
と
い
っ
た
政
策
に
一
致
さ
せ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
た
め
で
あ
る
。
そ
の
た
め
図
表
で
は
、
9
ケ
の
販
売
水
準
で
8
ケ
の
製
造
原
価
を
反
映
し
、
そ
の
上
に
在
庫
品
か
ら
の
9
ケ
目
の
七
・
七
0
ド
ル
の
原
価
が
加
え
ら
れ
る
こ
と
に
な
る
。
こ
の
点
に
つ
い
て
の
彼
の
基
本
的
構
想
は
、
『
在
庫
品
原
価
は
当
期
の
期
間
原
価
及
び
利
益
に
対
す
る
売
上
の
貢
献
額
を
決
定
す
る
に
当
り
、
回
収
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
投
資
と
し
て
処
理
さ
れ
た
け
れ
ど
も
、
図
表
上
そ
の
同
じ
在
庫
品
原
価
は
変
動
的
な
も
の
と
し
て
反
映
さ
れ
(
5
)
 
る
』
。
と
述
ぺ
ら
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
前
述
の
引
用
文
と
共
に
注
目
す
べ
き
で
あ
る
と
思
う
。
彼
の
図
表
（
例
示
五
）
に
お
け
る
b
点
は
四
六
、
五
五
ニ
ケ
の
損
益
分
岐
点
売
上
数
量
(
b
r
e
a
k
,
e
v
g
s巴
g
v
o
l日
n
e
)
で
あ
り
、
又
四
一
、
三
八
0
ケ
の
損
益
分
岐
点
生
産
数
量
(
b
r
e
a
k
-
e
v
e
n
production 
(
6
)
 
v
o
l
u
m
e
)
を
表
す
こ
と
に
な
る
0
.
”
比
例
的
在
庫
減
少
I
に
お
け
る
彼
の
分
析
に
つ
い
て
問
題
点
を
整
理
す
る
と
次
の
如
く
で
あ
る
。
H
在
庫
品
か
ら
と
当
期
製
造
品
か
ら
一
定
割
合
を
維
持
し
な
が
ら
販
売
さ
れ
る
と
い
う
比
例
的
在
庫
減
少
の
政
策
を
前
提
と
す
る
こ
と
事
態
に
疑
問
が
生
ず
る
。
勿
論
、
現
物
自
体
の
I
比
例
的
在
庫
減
少
“
と
い
う
こ
と
に
つ
い
て
で
な
く
、
原
価
の
流
れ
と
し
て
の
”
比
例
的
在
庫
減
少
“
は
個
別
法
の
場
合
は
許
さ
れ
る
と
仮
定
し
て
も
、
ケ
ー
ス
2
の
後
ク
ッ
ト
ル
教
授
の
損
益
分
岐
点
分
析
論
に
つ
い
て
（
末
政
）
入
先
出
法
の
元
で
は
こ
の
政
策
前
提
は
妥
当
で
な
い
と
思
う
。
口
貢
献
差
額
を
算
出
す
る
に
当
り
、
タ
ッ
ト
ル
教
授
は
、
在
庫
品
か
ら
の
売
上
相
当
分
に
つ
い
て
総
原
価
思
考
に
よ
り
計
算
さ
れ
た
七
・
七
0
ド
ル
を
基
礎
と
し
て
い
る
。
七
・
七
0
ド
ル
の
う
ち
直
接
材
料
費
、
直
接
労
務
費
、
変
動
製
造
間
接
費
が
当
期
と
同
じ
六
ド
ル
だ
と
す
れ
ば
、
固
定
製
造
間
接
費
が
一
・
七
0
ド
ル
含
ま
れ
て
い
る
こ
と
に
な
る
。
他
方
当
期
製
造
品
か
ら
な
る
売
上
相
当
分
の
原
価
は
部
分
原
価
（
変
動
原
価
）
思
考
で
計
算
さ
れ
た
六
ド
ル
を
基
礎
と
し
て
い
る
。
従
っ
て
固
定
製
造
間
接
費
は
損
益
分
岐
点
の
計
算
上
、
在
庫
品
か
当
期
製
造
製
品
か
に
よ
っ
て
異
っ
た
取
扱
い
に
な
る
。
更
に
当
期
の
固
定
製
造
間
接
費
総
額
は
当
期
に
回
収
す
べ
き
損
益
分
岐
点
公
式
上
の
分
子
と
し
て
計
算
さ
れ
る
が
、
次
期
に
そ
の
一
部
が
在
．
庫
品
原
価
と
し
て
繰
越
さ
れ
、
更
に
次
期
の
損
益
分
岐
点
算
出
上
は
分
母
の
計
算
要
素
と
な
る
。
こ
れ
は
理
論
的
に
首
尾
一
貫
し
な
い
様
に
思
わ
れ
る
。
回
彼
の
例
示
一
に
お
け
る
損
益
計
算
書
か
ら
見
て
全
部
配
賦
原
価
計
算
と
見
ら
れ
る
が
、
タ
ッ
ト
ル
教
授
の
損
益
分
岐
点
分
析
ほ
如
何
な
る
原
価
計
算
方
式
と
結
び
つ
く
か
、
又
ほ
如
何
な
る
原
価
計
算
方
式
の
場
合
で
も
そ
の
分
析
が
適
用
さ
れ
る
か
ど
う
か
に
つ
い
て
は
説
明
さ
れ
て
い
な
い
。
註
山
R
o
y
E. 
Tuttle, 
op. cit••p. 
8
0
.
 
五
六
405 
タ
ッ
ト
ル
教
授
の
損
益
分
岐
点
分
析
論
に
つ
い
て
（
末
政
）
タ
ッ
ト
ル
教
授
の
口
の
課
題
即
ち
”
特
定
数
量
的
在
庫
減
少
“
の
場
合
の
損
益
分
岐
点
分
析
は
ど
う
な
る
か
、
彼
に
よ
れ
ば
次
の
如
く
で
あ
(
1
)
 
る。
製
品
在
庫
を
減
少
さ
せ
る
た
め
の
、
第
二
の
よ
り
実
際
的
方
法
は
、
在
庫
品
の
特
定
数
量
を
減
少
さ
せ
る
政
策
を
設
定
す
る
こ
と
で
あ
り
、
具
体
的
に
は
如
何
な
る
販
売
量
の
と
き
も
一
0
、
0
0
0ヶ
だ
け
在
庫
品
を
減
少
さ
せ
る
様
に
マ
ネ
ー
ジ
メ
ン
ト
が
決
定
す
る
。
こ
の
損
益
分
岐
点
分
析
の
ア
プ
ロ
ー
チ
は
、
『
在
庫
原
価
が
単
位
当
り
固
定
投
資
原
価
(
2
)
 
(
a
守
x
e
d
i
n
v
e
s
t
m
e
n
t
.
 c
o
s
t
 
p
e
r
 u
n
i
t
)
と
し
て
み
な
さ
れ
る
』
所
に
あ
る
。
一
0
、
0
0
0ケ
だ
け
の
在
庫
品
滅
少
の
場
合
の
損
益
分
岐
点
分
析
に
お
い
て
、
在
庫
品
か
ら
の
販
売
は
一
単
位
当
り
―
―
ー
ド
ル
の
貢
献
差
額
と
な
り
、
当
期
製
造
製
品
か
ら
の
販
売
は
一
単
位
当
り
四
・
七
0
ド
ル
の
貢
献
差
額
で
あ
る
。
従
っ
て
在
庫
か
ら
の
販
売
で
合
計
一
―
1
0、
0
0
0
ド
ル
(
R
3
さ
ご
＾
1
0
,
0
0
0
)
貢
献
す
る
こ
と
と
な
る
。
生
産
四
図
R
o
y
E
.
 
Tuttle, 
op. 
cit., 
pp. 
8
0
1
8
1
.
 
③
R
o
y
 E
.
 
Tuttle, 
op. 
cit.̀
p. 
8
1
.
 
山
R
g
E
.
Tuttle, 
op. 
cit., 
p. 
8
1
.
 
固
R
o
y
E
.
 
Tuttle, 
op. 
cit., 
p. 
8
2
.
 
佃
R
o
y
E
.
 
Tuttle, 
op. 
cit., 
p. 
8
2
.
 
涼
冷
．
l
造
噂
涸
海
回
袖
海
五
七
損
益
分
岐
点
(
P
r
o
d
u
c
t
i
o
n
b
r
e
a
k
,
e邑
en)
は
残
留
固
定
費
(
r
e
m
a
i
n
i
n
g
軒
e
d
cost)
を
四
・
七
0
ド
ル
で
除
し
た
三
八
、
二
九
八
ケ
を
必
要
と
す
る
。
尚
残
留
固
定
費
は
固
定
製
造
原
価
―
二
0
、
0
0
0ド
ル
。
フ
ラ
ス
固
定
販
売
、
管
理
費
九
0
、
0
0
0
ド
ル
か
ら
在
庫
品
の
販
売
に
よ
り
貢
献
額
一
―
-
0、
0
0
0
ド
ル
を
差
引
い
た
一
八
0
、
0
0
0
ド
ル
で
あ
1
2
0
,
0
0
0
+
9
0
,
0
0
0ー
3
0
,
0
0
0
4
.
7
0
 
る
。
即
ち
、
そ
の
生
産
損
益
分
岐
点
は
1
1
3
8
,
9
2
8
で
あ
る
。
し
か
し
損
益
分
岐
点
総
売
上
数
量
は
在
庫
品
か
ら
の
販
売
一
0
、
0
0
0ケ
と
当
期
製
造
製
品
か
ら
の
販
売
一
二
八
、
二
九
八
ケ
の
合
計
四
八
、
二
九
八
ケ
で
あ
る
。
こ
の
検
算
証
明
は
例
示
六
で
示
さ
れ
る
。
(
3
)
 
こ
こ
で
は
、
彼
の
例
示
六
を
総
て
引
用
し
な
い
で
、
検
算
の
た
め
の
損
益
計
算
書
だ
け
を
次
に
引
用
す
る
こ
と
に
し
た
い
。
苗
蚕
gn館
も
〔
澄
神
汁
〕
蔀
翫
9
滸
括
浅
廿
誤
4
8
,
2
9
8
-
'
.
7
,
R
⇔
1
2
.
0
0
 
燈
踪
競
宦
源
浬
定
踪
涸
甫
3
8
,
2
9
8
,
j
"
R争
6
.
0
0
⇔
2
2
9
,
7
8
8
回
袖
煙
踪
涸
甫
1
2
0
,
0
0
0
3
4
9
,
7
8
8
 
7
7
,
0
0
0
 
9
0
,
0
0
0
 
⇔
5
7
9
,
5
7
6
 
4
2
6
,
7
8
8
 
1
5
2
,
7
8
8
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6
2
,
7
8
7
 
1
5
2
,
7
8
7
 
⇔
,
1
 
タ
ッ
ト
ル
教
授
は
損
益
分
岐
点
売
上
数
量
を
算
出
す
る
た
め
、
生
産
損
益
分
岐
点
の
計
算
を
な
し
、
そ
れ
と
在
庫
品
か
ら
の
売
上
と
の
合
計
を
損
益
分
岐
点
総
売
上
数
量
と
し
て
い
る
。
し
か
し
私
案
に
よ
れ
ば
、
同
じ
計
算
結
果
が
次
の
損
益
分
岐
点
公
式
に
よ
っ
て
も
一
度
に
算
出
出
来
る
。
彼
の
ケ
ー
ス
2
で
は
期
首
在
庫
品
中
の
固
定
費
は
3
0
8
,
.
0
0
0
-
(
6
X
4
l
)
,
0
0
0
)
1
1
6
8
,
0
0
0
 
r• 
J
L
、
で
太
}
9、
師
中
末
士
i
詣
K
口
叩
中
の
同
i
士
牛
賀
は
2
3
1
,
 0
0
0
-
(
6
 X
 3
0
,
0
0
0
)
1
1
5
1
,
0
0
0
 1-・
JI.I
で
本
｝
る
。
紐
i
っ
て
、
(
s
 II) 
1
2
0
,
0
0
0
+
6
8
,
0
0
0ー
5
1
,
0
0
0
+
9
0
,
0
0
0••••••••• 
4
.
 7
0
 
B
E
1
1
 2
2
7
,
0
0
0
 
1
1
1
1
4
8
,
 
2
9
8
7
'
 
4
.
7
0
 
こ
の
様
な
公
式
に
よ
っ
て
彼
の
計
算
結
果
と
同
じ
こ
と
と
な
る
。
こ
の
公
式
に
よ
れ
ば
在
庫
品
中
の
固
定
製
造
間
接
費
の
期
首
・
期
末
の
増
減
差
額
を
分
子
に
加
え
る
こ
と
に
な
る
の
で
あ
る
。
こ
の
点
に
彼
の
計
算
方
式
の
特
徴
が
見
出
さ
れ
る
と
思
う
。
(
4
)
 
次
に
こ
の
場
合
の
図
表
分
析
を
タ
ッ
ト
ル
教
授
は
例
示
七
で
示
め
し
(
5
)
 
て
い
る
。
更
に
彼
の
説
明
に
よ
る
と
、
在
庫
品
減
少
の
取
扱
の
相
違
に
よ
る
影
響
は
例
示
五
の
図
表
（
比
例
的
在
庫
減
少
の
場
合
）
と
こ
の
例
示
七
の
図
表
を
比
較
す
る
と
明
ら
か
と
な
る
。
両
図
に
お
い
て
二
つ
の
単
位
尺
度
が
使
用
さ
れ
て
い
る
。
即
ち
販
売
及
び
生
産
の
損
益
分
岐
点
数
溌
湮
津
芦
翫
9
滸
洒
冷
h
4
8雲
埜
散
ク
ッ
ト
ル
教
授
の
損
益
分
岐
点
分
析
論
に
つ
い
て
（
末
政
）
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ク
ッ
ト
ル
教
授
の
損
益
分
岐
点
分
析
論
に
つ
い
て
（
末
政
）
量
（
庄
e
b
r
e
a
k
,
2
e
n
 v
o
l
u
m
e
 of s
a
l
g
g
d
 production) 
~
異
っ
た
単
位
数
量
が
使
用
さ
れ
て
い
る
。
例
示
五
の
図
表
で
は
、
各
9
ケ
の
販
売
が
各
8
ケ
の
生
産
に
等
し
い
様
に
、
総
販
売
九
0
、
0
0
0ケ
と
総
生
産
八
0
、
0
0
0ケ
が
同
一
の
最
高
目
盛
に
な
っ
て
い
る
。
又
例
示
七
の
図
表
で
は
、
生
産
0
の
水
準
と
販
売
一
0
、
0
0
0ケ
の
目
盛
が
同
一
で
あ
り
、
そ
こ
か
ら
同
じ
大
き
さ
で
生
産
と
販
売
の
目
盛
が
き
ざ
ま
れ
て
お
り
、
最
高
の
目
盛
は
生
産
八
0
、
0
0
0ヶ
と
販
売
九
0
、
0
0
0ケ
と
で
一
致
す
る
。
両
図
表
の
特
徴
は
、
例
示
五
で
は
、
在
庫
品
か
ら
の
売
上
原
価
が
積
極
的
傾
斜
線
(
a
positively 
sloped line) 
と
し
て
画
か
れ
、
追
加
的
売
上
が
追
加
在
庫
品
原
価
を
比
例
的
に
も
た
ら
す
こ
と
を
意
味
す
る
。
例
示
七
で
は
、
販
売
が
一
0
、
0
0
0ヶ
乃
至
そ
れ
以
上
の
場
合
、
一
0
、
0
0
0ケ
の
在
庫
品
原
価
は
売
上
に
対
す
る
固
定
的
要
素
と
な
り
、
恒
常
原
価
(
a
constant c
o
s
t
)
と
さ
れ
る
。
し
か
し
販
売
が
一
0
、
0
0
0ケ
未
満
の
場
合
、
在
庫
品
原
価
は
変
動
費
と
さ
れ
る
。
変
動
販
売
・
管
理
費
は
在
庫
品
を
除
く
固
定
費
の
総
額
の
所
か
ら
線
が
引
か
れ
る
。
又
変
動
製
造
原
価
ほ
販
売
の
目
盛
一
0
、
0
0
0ケ
の
所
か
ら
線
が
引
か
れ
る
。
従
っ
て
こ
れ
ら
両
変
動
費
線
は
生
産
一
0
、
0
0
0ケ
販
売
0
の
同
一
地
点
で
”
屈
折
す
る
I
（c丘
圧~
E
9
9
)
こ
と
に
な
る
。
又
当
期
の
変
動
製
造
原
価
が
一
単
位
当
り
六
ド
ル
で
あ
り
、
在
庫
品
原
価
よ
り
一
単
位
当
り
一
・
七
0
ド
ル
少
い
こ
と
に
注
目
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
尚
例
示
七
の
図
表
に
お
け
る
⑮
点
五
九
は
四
八
、
二
九
八
ケ
の
損
益
分
岐
点
売
上
数
量
(
b
r
e
a
k
,
e
v
g
s
a
l
g
v
o
l
u
m
e
)
で
あ
り
、
又
三
八
、
二
九
八
ケ
の
損
益
分
岐
点
生
産
数
量
(
b
r
e
a
k
,
g
g
p
r
o
d
u
c
t
i
o
n
 v
o
l
u
m
e
)
を
考
tす
。
闊E―
-
―
-
『
ナ
／
れ
ば
、
捌
~
示
五
の
図
表
の
在
庫
品
原
価
線
は
、
九
0
、
0
0
0ヶ
を
超
え
る
販
売
（
そ
れ
は
八
0
、
0
0
0ケ
を
超
え
る
生
産
と
同
じ
で
あ
る
）
が
追
加
生
産
に
よ
っ
て
な
さ
れ
る
場
合
、
九
0
、
0
0
0ケ
の
所
か
ら
屈
折
す
る
こ
と
に
な
る
。
そ
れ
は
”
よ
り
高
い
“
在
庫
数
量
の
追
加
販
売
で
は
な
く
て
、
追
加
変
動
製
造
原
価
を
必
要
と
す
る
た
め
で
あ
る
。
彼
は
右
の
様
に
図
表
分
析
の
説
明
を
行
っ
て
い
る
。
し
か
し
彼
の
説
明
に
よ
っ
て
も
明
ら
か
な
如
く
、
在
庫
品
原
価
は
一
0
、
0
0
0ケ
以
上
と
一
0
、
0
0
0ヶ
未
満
の
販
売
に
お
い
て
異
っ
た
取
扱
い
に
な
っ
て
い
る
。
即
ち
一
0
、
0
0
0ケ
以
上
の
販
売
の
と
き
は
固
定
費
と
さ
れ
、
一
0
、
0
0
0ケ
未
満
の
販
売
の
と
き
は
変
動
費
と
し
て
損
益
分
岐
点
図
表
で
画
か
れ
て
い
る
こ
と
は
注
目
し
な
け
れ
ば
い
け
な
い
し
、
又
論
議
を
呼
ぶ
点
で
あ
る
と
思
う
。
こ
れ
も
一
0
、
0
0
0ケ
だ
け
の
在
庫
減
少
を
図
る
政
策
的
前
提
に
起
因
し
て
い
る
と
思
う
。
こ
の
節
に
お
け
る
彼
の
”
特
定
数
量
的
在
庫
減
少
“
の
場
合
の
損
益
分
岐
点
分
析
に
つ
い
て
疑
問
点
を
整
理
す
る
と
次
の
如
く
で
あ
る
。
H
1
0、
0
0
0
ケ
未
満
又
は
一
0
、
0
0
0以
上
の
如
何
な
る
販
売
も
、
先
ず
在
庫
品
部
分
か
ら
な
る
と
仮
定
さ
れ
る
こ
と
は
政
策
的
前
提
で
あ
る
と
し
て
も
、
疑
問
が
生
じ
る
。
彼
の
ケ
ー
ス
2
は
原
価
の
流
408 
五
れ
を
把
握
す
る
方
法
と
し
て
後
入
先
出
法
を
採
用
し
て
い
る
の
で
、
こ
の
様
な
前
提
を
設
け
る
こ
と
は
妥
当
で
な
い
と
思
う
。
口
も
し
如
何
な
る
販
売
の
と
き
も
、
先
ず
在
庫
品
部
分
よ
り
な
る
と
の
政
策
的
前
提
を
認
め
た
場
合
に
お
い
て
も
、
損
益
分
岐
点
図
表
に
お
い
て
、
一
0
、
0
0
0ケ
の
在
庫
減
少
を
境
と
し
、
そ
れ
未
満
の
場
合
は
変
動
費
と
し
、
そ
れ
以
上
の
場
合
は
固
定
要
素
乃
至
恒
常
原
価
と
し
て
単
純
に
考
え
る
こ
と
は
問
題
で
あ
る
。
本
来
損
算
分
岐
点
公
式
で
は
、
固
定
費
要
素
は
分
子
と
し
て
回
収
さ
れ
る
べ
き
金
額
を
示
し
、
変
動
費
要
素
は
分
母
と
し
て
の
限
界
利
益
（
貢
献
差
益
）
算
出
の
た
め
の
構
成
要
索
を
示
す
べ
き
も
の
で
あ
る
。
従
っ
て
単
純
に
固
定
費
も
し
く
は
変
動
費
と
し
て
考
え
る
こ
と
は
計
算
公
式
に
お
い
て
問
題
で
あ
る
。
註
山
R
o
y
E
.
 
Tuttle, 
op. 
cit., 
p. 
8
2
.
 
図
R
o
y
E
.
 
Turtle, 
op, 
cit., 
p. 
8
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こ
の
節
で
は
”
先
入
先
出
在
庫
品
評
価
方
法
“
に
よ
っ
て
予
算
が
設
定
さ
れ
た
タ
ッ
ト
ル
教
授
の
例
示
一
の
ケ
ー
ス
3
に
お
い
て
、
ど
の
様
な
損
益
分
岐
点
分
析
が
行
わ
れ
て
い
る
か
。
彼
の
所
説
に
よ
れ
ば
次
の
ク
ッ
ト
ル
教
授
の
損
益
分
岐
点
分
析
論
に
つ
い
て
（
末
政
）
こ
の
ケ
ー
ス
3
は
製
品
の
期
首
・
期
末
在
庫
が
共
に
二
0
、
0
0
0
ケ
に
な
る
様
に
予
算
が
組
ま
れ
て
い
る
が
、
評
価
方
法
と
し
て
先
入
出
法
が
採
用
さ
れ
て
い
る
た
め
、
期
首
在
庫
は
総
額
一
四
八
・
0
0
0
ド
ル
で
あ
り
、
一
単
位
当
り
七
、
四
0
ド
ル
で
あ
る
。
期
末
在
庫
は
総
額
一
五
0
、
0
0
0
ド
ル
で
あ
り
、
一
単
位
当
り
七
•
五
0
ド
ル
で
あ
る
。
又
そ
れ
に
は
、
製
品
に
対
す
る
固
定
製
造
原
価
の
正
常
配
賦
額
(a
n
o
r
m
a
l
 a
l
l
o
c
a
t
i
o
n
 
o
f
 fiixed 
p
r
o
d
u
c
t
i
o
n
 
costs) 
I
•
五
0
ド
ル
が
含
ま
れ
て
い
る
。
両
者
は
固
定
製
造
原
価
の
配
賦
額
の
相
迩
に
よ
る
も
の
で
あ
る
。
こ
の
場
合
の
損
益
分
岐
点
分
析
に
お
い
て
、
在
庫
品
か
ら
の
販
売
さ
れ
た
各
一
単
位
は
一
―
-・1110
ド
ル
の
貢
献
差
額
を
生
じ
、
当
期
製
造
製
品
か
ら
販
売
さ
れ
た
各
一
位
単
位
は
四
・
七
0
ド
ル
の
貢
(
2
)
 
献
差
額
を
生
ず
る
。
そ
の
具
体
的
な
損
益
分
岐
売
上
数
最
は
例
示
八
で
次
の
様
に
算
出
さ
れ
る
。
逹
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い
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潤
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例
示
八
に
お
け
る
彼
の
損
益
分
岐
点
算
出
方
式
は
、
私
案
に
よ
れ
ば
同
じ
計
算
結
果
が
出
て
来
る
様
に
次
の
如
く
書
き
改
め
る
こ
と
が
出
来
る
。
期
首
在
庫
品
に
含
ま
れ
た
固
定
製
造
原
価
は
、
1
4
8
,
0
0
0
-
(
6
x
2
0
,
0
0
0
)
1
1
2
8
,
0
0
0
 §!-I"
ニ
八
、
0
0
0ド
ル
で
あ
る
。
従
っ
て
損
益
分
点
の
算
出
公
式
ほ
、
|
＇
…
…
…
（
S
国
）
1
2
0
,
0
0
0
+
2
8
,
0
0
0ー
3
0
,
0
0
0
+
9
0
,
0
0
0
4
.
7
0
 
B
E
1
1
_
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1
4
4
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2
5
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ー
2
0
8
,
0
0
0
4. 7
0
 
右
の
算
出
式
に
お
い
て
、
分
子
と
し
て
の
回
収
す
べ
き
固
定
費
は
先
入
先
出
法
に
よ
っ
て
算
出
さ
れ
た
売
上
原
価
に
含
ま
れ
る
固
定
製
造
原
価
を
表
わ
す
こ
と
に
な
る
。
こ
の
点
に
彼
の
損
益
分
岐
点
分
析
の
特
徴
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EXHIBIT 9 
が
見
出
せ
る
と
思
う
。
更
に
、
彼
は
こ
の
場
合
に
お
け
る
損
益
分
岐
点
分
析
を
例
示
九
の
図
表
に
お
い
て
行
っ
て
い
る
。
こ
の
図
表
分
析
に
お
け
る
彼
の
論
述
は
次
(
3
)
 
の
如
く
で
あ
る
。
例
示
九
の
図
表
で
は
二
つ
の
損
益
分
岐
点
が
画
か
れ
る
。
そ
の
一
っ
は
、
仮
り
に
在
庫
品
原
価
が
無
視
さ
れ
た
場
合
の
損
益
分
岐
点
＞
（
四
四
、
六
八
一
ケ
）
で
あ
り
、
一
般
の
損
益
分
岐
点
売
上
数
量
を
意
味
す
る
。
他
の
一
っ
は
、
仮
り
に
在
庫
品
原
価
の
変
動
が
考
慮
さ
れ
た
場
合
の
損
益
分
岐
点
b
（
四
四
、
二
五
五
ケ
）
で
あ
る
。
こ
の
b
点
を
見
出
す
た
め
に
、
在
庫
品
の
総
原
価
変
動
を
考
慮
す
る
事
が
必
要
で
あ
る
。
410 
前
に
指
摘
さ
れ
た
様
に
、
期
首
在
庫
品
の
固
定
費
及
び
変
動
費
の
追
加
を
同
一
視
す
る
事
は
無
関
係
と
見
倣
さ
れ
る
。
例
示
九
に
お
け
る
棒
線
(solid 
line)
の
下
の
点
線
(
d
a
s
h
e
d
line)
は
期
首
在
庫
品
原
価
と
期
末
在
庫
品
原
価
と
の
差
額
の
影
響
を
表
わ
し
て
い
る
。
即
ち
期
首
在
庫
品
と
期
末
在
庫
品
間
に
お
け
る
そ
の
構
成
部
分
と
し
て
の
変
動
費
及
び
固
定
費
の
不
一
致
が
存
在
す
る
と
、
損
益
分
岐
点
の
位
置
が
異
る
。
そ
れ
は
こ
の
事
実
を
考
慮
す
る
か
、
無
視
す
る
か
に
よ
っ
て
異
っ
た
損
益
分
岐
点
数
量
と
な
る
と
彼
は
述
べ
て
い
る
。
彼
の
図
表
分
析
に
つ
い
て
附
言
す
る
と
、
棒
線
に
よ
る
固
定
費
ニ
―
0
、
0
0
0ド
ル
の
線
に
対
し
、
点
線
は
二
0
八、
0
0
0ド
ル
の
線
で
あ
る
。
即
ち
そ
れ
は
1
2
0
,
0
0
0
+
2
8
,
0
0
0
ー
3
0
,
0
0
0
+
9
0
,
0
0
0
と
し
て
算
出
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
そ
の
結
果
、
棒
線
に
よ
る
総
費
用
線
も
、
そ
れ
だ
け
下
っ
た
点
線
に
よ
る
総
費
用
線
と
な
り
、
損
益
分
岐
点
も
四
四
、
六
八
一
ケ
か
ら
四
四
、
二
五
五
ケ
と
な
る
の
で
あ
る
。
尚
こ
の
ケ
ー
ス
3
の
分
析
に
つ
い
て
は
、
在
庫
品
減
少
に
つ
い
て
の
何
等
の
政
策
的
前
提
も
付
け
ら
れ
な
か
っ
た
た
め
に
、
す
つ
き
り
し
た
分
析
に
な
っ
て
い
る
。
タ
ッ
ト
ル
教
授
は
次
に
例
示
一
の
ケ
ー
ス
2
に
立
帰
り
、
後
入
先
出
法
に
よ
ら
な
い
で
、
先
入
先
出
法
に
よ
っ
て
算
出
し
な
お
し
た
予
算
の
元
で
の
損
益
分
岐
点
分
析
を
行
っ
て
い
る
。
同
じ
予
算
数
字
で
後
入
先
出
法
と
先
入
先
出
法
に
よ
る
影
響
の
相
違
が
損
益
分
岐
点
分
析
に
ど
う
ク
ッ
ト
ル
教
授
の
損
益
分
岐
点
分
析
論
に
つ
い
て
（
末
政
）
さ
1
1
冷
L
あ
ら
わ
れ
る
か
を
検
当
す
る
た
め
に
な
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
さ
て
タ
ッ
ト
ル
教
授
に
よ
れ
ば
ケ
ー
ス
2
は
、
在
庫
品
を
期
首
四
0
、
0
0
0ヶ
か
ら
期
末
一
―
1
0、
0
0
0ヶ
に
、
一
0
、
0
0
0ケ
減
少
さ
せ
る
様
な
予
算
で
あ
っ
た
。
そ
の
期
末
在
庫
品
の
金
額
は
、
後
入
先
出
法
に
よ
れ
ば
、
二
三
一
、
0
0
0
ド
ル
で
あ
り
、
先
入
先
出
法
に
よ
れ
ば
、
7
.
5
0
さて
x
3
0
,
0
0
0
1
1
2
2
5
,
0
0
0
)
-
'
J
L
、
で
あ
る
。
従
っ
て
純
利
益
は
、
後
入
先
出
法
に
よ
れ
ば
一
九
六
、
0
0
0ド
ル
で
あ
り
、
先
入
先
出
法
に
よ
れ
ば
一
九
0
、
0
0
0
ド
ル
に
な
る
。
と
彼
は
述
ペ
(
4
)
 
て
い
る
。
第
三
節
で
取
り
上
り
げ
た
如
く
、
タ
ッ
ト
ル
教
授
の
日
の
課
題
”
比
例
的
在
庫
減
少
“
の
場
合
に
お
い
て
、
先
入
先
出
法
に
よ
る
予
算
に
よ
れ
ば
、
損
益
分
岐
点
分
析
ほ
ど
う
な
る
か
。
彼
の
説
明
に
よ
る
と
次
の
(
5
)
 
如
く
で
あ
る
。
在
庫
品
一
0
、
0
0
0ケ
を
売
上
に
比
例
的
に
減
少
さ
る
べ
き
と
き
の
売
上
の
損
益
分
岐
点
数
量
(
b
r
e
a
k
,
e
v
e
n
o
f
 sales) 
:l;!
四
八
、
0
八
八
ケ
で
あ
り
、
又
生
産
の
損
益
分
岐
点
数
量
(
b
r
e
a
k
,
e
v
e
n
o
f
 
p
r
o
,
 
d
u
c
t
i
o
n
)
 
:l;!
四
二
、
七
四
五
ケ
で
あ
る
。
そ
の
計
算
資
料
は
次
の
如
く
で
あ
る
。
8
 
併
蹄
I
I
|
‘
9
 
1
2
x
1
1
1
2
0
,
0
0
0
+
6
 (
f
x
)
＋
9
0
,
0
0
0
+
1
.
 3
0
X
＋
3
0
8
,
0
0
0
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ク
ッ
ト
ル
教
授
の
損
益
分
岐
点
分
析
論
に
つ
い
て
（
末
政
）
1
1
4
8
,
0
8
8
 
2
1
8
,
0
0
0
 
4
.
5
3
3
3
 
ー
(
4
0
,
0
0
0
1
じ）
7.
s
o
 
9
 
4
0
.
S
X
1
1
1
,
9
6
2
,
0
0
0
 
、114
8
,
0
8
8
8
 
併
罷
1
1
4
8
`
0
8
8
X
ー
'
1
1
4
2
,
7
4
S
 
9
 
湮
洸
苗
薔
g
n
1
1
3
4
,
6
5
7
右
の
算
出
結
果
と
同
じ
く
な
る
様
に
、
私
案
の
損
益
分
岐
点
算
出
公
式
に
よ
っ
て
次
の
如
く
書
く
こ
と
が
出
来
る
と
思
う
。
期
首
在
庫
原
価
を
当
期
製
造
原
価
に
よ
り
計
算
す
れ
ば
さ
,
0
0
0
x
7
.
5
0
 r
 
J
V
1
1
3
0
0
,
0
 
O
O
F
J
て
と
な
り
、
先
入
先
出
法
に
よ
り
算
出
さ
れ
る
損
益
分
岐
点
算
出
公
式
に
お
け
る
分
子
の
構
成
要
素
と
な
る
。
即
ち
、
B
E
 
1
2
0
,
0
0
0
+
（
4
0
,
0
0
0
x
1
.
 7
0
)
-
(
4
0
,
0
0
0
x
1
.
5
0
)
+
9
0
,
0
0
0
 
8
 
1
 
4
.
7
0ー
'
+
3
.
2
0ー
＇
9
 
9
 
…
…
…
…
(
S
N
)
 
同
じ
く
先
入
先
出
法
を
採
用
し
た
予
算
の
ケ
ー
ス
2
に
お
い
て
、
在
庫
を
一
0
、
0
0
0ケ
だ
け
減
少
さ
せ
る
場
合
、
即
ち
ク
ッ
ト
ル
教
授
の
第
二
の
課
題
”
特
定
数
量
的
在
庫
減
少
“
の
場
合
の
損
益
分
岐
点
分
(
6
)
 
析
は
彼
の
説
明
に
よ
れ
ば
次
の
如
く
で
あ
る
。
六―
売
上
の
損
益
分
岐
点
数
量
は
四
九
、
五
七
四
ケ
で
あ
り
、
生
産
の
損
益
分
岐
点
数
量
は
三
九
、
五
七
四
ケ
で
あ
る
。
そ
の
計
算
基
礎
は
次
の
如
く
で
あ
る
。
弼
冷
満
財
中
滸
西
n造
f
が
併
蹄
1
1
1
2
0
,
 0
0
0
-
(
4
0
,
 0
0
0
x
3
2
.
±
Jぼ
2
.
0
0
0
-
(
3
0
,
o
o
o
x
 1. 
5
0
2
 
4
.
7
0
 
ー
4
5
,
0
0
0
4
.
7
0
 
吾
寸
併
蹄
芦
翫
9
滸
珈
D
“
6
0
渚
廿
1
1
9
,
 5
7
4
'
7
 
満
猷
半
滸
抽
d
o冷
h
1
1
9
,
 5
7
4
-
7
+
B
3
詈
S
て
k
)
.
8
0
、1149
,
5
7
4
,
r
 
併
蹄
陣1
1
9
5
7
4
,
r
+
3
0
,
 0
0
0
-
7
1
1
3
9
,
 5
7
4
7
,
 
更
に
私
見
に
よ
っ
て
説
明
を
補
足
す
れ
ば
、
分
子
の
(
4
0
,
0
0
0
X
3
)
 
ほ
期
首
在
庫
品
か
ら
の
売
上
に
よ
る
当
期
の
固
定
費
に
対
す
る
貢
献
額
で
あ
り
、
(
3
0
,
0
0
0
x
1
.
5
0
)
 
t!
期
末
在
庫
品
に
配
賦
さ
れ
る
べ
き
固
定
製
造
間
接
費
の
額
で
あ
る
。
一
•
五
0
ド
ル
は
固
定
製
造
間
接
費
の
一
二
0
、
0
0
0ド
ル
を
予
算
上
の
生
産
量
八
0
、
0
0
0ケ
で
除
し
た
額
で
あ
る
。
か
く
て
損
益
分
岐
点
売
上
総
数
は
期
首
在
庫
品
の
販
売
に
よ
り
四
0
、
0
0
0ケ
、
当
期
製
造
製
品
の
販
売
に
よ
る
九
、
五
七
四
ケ
の
合
計
四
九
、
五
七
四
ケ
と
な
る
。
又
当
期
製
造
製
品
の
合
計
は
九
、
412 
こ
の
分
子
ほ
売
上
原
価
に
含
ま
れ
た
固
定
製
造
原
価
と
固
定
販
売
・
管
理
費
を
意
味
し
て
い
る
点
に
注
意
す
べ
き
で
あ
る
と
思
う
。
更
に
タ
ッ
ト
ル
教
授
は
右
の
”
比
例
的
在
庫
減
少
I
と
”
特
定
数
量
(
7
)
 
的
在
庫
減
少
“
の
両
分
析
を
、
前
者
は
例
示
十
の
図
表
に
よ
り
、
後
者
は
例
示
十
一
の
図
表
に
よ
り
行
っ
て
い
る
。
こ
の
点
に
関
す
る
彼
の
説
明
は
次
の
如
く
で
あ
る
。
ケ
ー
ス
2
に
つ
い
て
、
先
入
先
出
法
を
仮
定
し
た
右
の
両
分
析
は
予
定
生
産
量
八
0
、
0
0
0ケ
の
キ
ャ
パ
シ
テ
ィ
ー
基
準
に
も
と
ず
い
た
固
定
製
造
原
価
が
配
賦
さ
れ
て
い
る
。
例
示
十
と
十
一
の
両
図
で
は
販
売
活
動
に
対
す
る
単
位
尺
度
と
製
造
活
動
に
対
す
る
単
位
尺
度
が
使
用
さ
れ
て
い
る
。
更
に
両
図
表
に
お
い
て
、
期
末
在
庫
品
は
総
原
価
か
ら
差
引
か
れ
る
。
し
か
し
販
売
・
一
般
管
理
費
の
追
加
は
在
庫
品
に
配
賦
ー
4
9
,
5
7
4
2
3
3
,
0
0
0
 
4
.
 7
0
 
五
七
四
ケ
と
、
予
算
上
期
末
在
庫
品
に
な
る
べ
き
一
―
1
0、
0
0
0ケ
の
合
計
三
九
、
五
七
四
ケ
で
あ
る
。
タ
ッ
ト
ル
教
授
ほ
損
益
分
岐
点
売
上
総
数
を
1
一
段
階
に
計
算
し
て
い
る
が
、
私
案
に
よ
れ
ば
次
の
算
式
に
よ
っ
て
彼
と
同
じ
算
出
結
果
が
得
ら
れ
る
。
B
E
 
1
2
0
,
0
0
0
+
（
4
0
,
0
0
0
x
1
.
 7
0
)
ー
(
3
0
,
0
0
0
x
1
.
5
0
)
+
9
0
,
0
0
0
ー
4
.
7
0
 
…
…
…
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ト
ル
教
授
の
損
益
分
岐
点
分
析
論
に
つ
い
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末
政
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12 
ク
ッ
ト
ル
教
授
の
損
益
分
岐
点
分
析
論
に
つ
い
て
（
末
政
）
11 
10 
8
 
7
 
4
 
さ
さ
れ
れ
課
価
拭
価
さ
さ
賦
原
団
原
賦
価
課
価
に
造
に
造
配
原
賦
原
贔
翡
犀
叫
皿
饂
在
変
在
固
原
定
原
動
霞
翌
麟
隷
,
．
‘
、
ー
r
,
＇_
T
期首在庫品原価
さ
れ
て
い
な
い
。
従
っ
て
九
0
、
0
0
0
ケ
の
販
売
の
場
合
、
期
末
在
庫
品
は
1
1二
五
、
0
0
0
ド
ル
（
即
ち
三
0
、
O
O
O
x
七
•
五
0
ド
(
9
)
 
ル
）
と
し
て
表
わ
さ
れ
る
。
と
彼
は
述
べ
て
い
る
。
固定販売・管理費
こ
の
両
図
表
分
析
に
附
言
す
る
と
、
例
示
十
と
十
一
の
図
表
に
お
け
る
売
上
高
に
よ
り
回
収
さ
る
べ
き
総
費
用
線
の
上
の
最
上
位
の
折
線
は
期
末
在
庫
品
の
金
額
を
加
え
た
も
の
で
あ
る
。
こ
の
折
線
は
期
首
在
庫
品
原
価
＋
当
期
製
造
原
価
＋
販
売
・
一
般
管
理
費
の
合
計
線
で
あ
る
。
し
か
し
タ
ッ
ト
ル
教
授
の
例
示
十
及
び
十
一
の
図
表
は
次
の
点
で
誤
解
を
生
ず
る
と
思
う
。
①
両
図
に
お
け
る
売
上
高
よ
り
回
収
さ
る
べ
き
総
費
用
線
の
上
部
の
期
末
在
庫
品
原
価
の
領
域
は
変
動
製
造
原
価
部
分
と
変
動
販
売
・
管
理
費
部
分
の
合
計
と
し
て
画
か
れ
て
い
る
が
、
こ
れ
は
誤
解
を
与
え
る
と
思
う
。
期
末
在
庫
品
原
価
は
当
期
製
造
原
価
よ
り
な
る
も
の
で
あ
る
。
期
末
在
庫
品
原
価
領
域
は
総
額
で
見
る
と
正
し
い
が
、
各
原
価
線
の
積
重
ね
順
位
が
妥
当
で
な
い
為
に
前
頁
の
様
な
形
に
な
っ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
②
両
図
に
お
け
る
下
部
の
固
定
製
造
原
価
は
期
末
在
庫
品
に
配
賦
さ
れ
た
部
分
に
つ
い
て
区
分
表
示
が
さ
れ
て
い
な
い
。
即
ち
期
末
在
庫
品
原
価
に
配
賦
さ
れ
た
固
定
製
造
原
価
は
売
上
高
か
ら
差
引
か
れ
る
総
費
用
線
よ
り
上
位
に
画
か
れ
る
べ
き
で
あ
る
と
思
う
。
⑧
売
上
高
線
よ
り
上
に
、
変
動
販
売
・
一
般
管
理
費
が
画
か
れ
て
い
る
が
、
実
際
は
売
上
に
よ
っ
て
回
収
さ
る
べ
1
0
 
2
1
 
3
2
 
4
3
 
5
4
 
6
5
 
7
6
 
&
7
 
5
こ。
甲 図
ハ五
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き
費
用
で
あ
り
、
売
上
高
よ
り
回
収
さ
る
べ
き
総
費
用
線
の
中
に
画
か
れ
る
べ
き
で
あ
る
。
従
っ
て
最
上
位
に
画
か
れ
る
べ
き
で
な
い
と
思
う
。
右
の
諸
点
を
満
す
べ
き
図
表
に
つ
い
て
、
私
案
に
よ
れ
ば
、
タ
ッ
ト
ル
教
授
の
例
示
十
一
は
甲
図
の
如
く
画
か
れ
る
と
思
う
。
勿
論
私
案
の
甲
図
は
前
に
述
べ
ら
れ
た
タ
ッ
ト
ル
教
授
の
諸
前
提
並
び
に
計
算
基
礎
を
そ
の
ま
ま
使
用
し
た
も
の
で
あ
り
、
各
原
価
の
禎
み
重
ね
順
位
を
工
夫
変
更
し
た
も
の
で
あ
る
。
従
っ
て
最
上
位
の
折
線
、
売
上
線
、
売
上
か
ら
回
収
さ
る
べ
き
総
費
用
線
、
損
益
分
岐
点
は
彼
の
図
表
と
同
じ
で
あ
る
。タ
ッ
ト
ル
教
授
の
”
先
入
先
出
在
庫
品
評
価
法
“
に
よ
る
損
益
分
岐
点
分
析
に
お
い
て
、
最
初
取
り
上
げ
ら
れ
た
ケ
ー
ス
3
の
分
析
は
比
較
的
簡
明
な
形
で
解
説
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
ケ
ー
ス
2
の
分
析
は
必
ず
し
も
適
切
な
も
の
と
は
云
え
な
い
。
そ
れ
は
前
提
条
件
に
よ
る
の
で
あ
る
。
即
ち
前
に
も
指
摘
し
た
様
に
、
彼
の
在
庫
減
少
に
つ
い
て
の
政
策
的
前
提
は
、
評
価
方
法
と
し
て
先
入
先
出
法
を
採
用
し
た
場
合
に
妥
当
で
は
な
い
。
即
ち
先
入
先
出
法
の
も
と
で
、
I
比
例
数
量
的
在
庫
減
少
“
又
は
I
特
定
数
量
的
在
庫
減
少
I
の
前
提
ほ
好
ま
し
く
な
い
。
註
山
R
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y
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忠
と
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8
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ク
ッ
ト
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教
授
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損
益
分
岐
点
分
析
論
に
つ
い
て
（
末
政
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⑥
R
o
y
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.
 
Tuttle, 
op. cit••p. 
8
6
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切
R
o
y
E
.
 
Tuttle, 
op. 
cit., 
p. 
8
5
.
 
⑧
R
o
y
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Tuttle, 
op. 
cit., 
p. 
8
6
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⑨
R
o
y
 E. 
Tuttle, 
op. cit••p. 
8
6
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タ
ッ
ト
ル
教
授
は
最
後
の
結
び
の
節
に
お
い
て
、
損
益
分
岐
点
分
析
に
お
け
る
関
連
範
囲
概
念
の
問
題
並
び
在
庫
政
策
、
予
算
、
原
価
計
算
等
と
の
関
連
に
お
け
る
損
益
分
岐
点
分
析
問
題
を
次
の
様
に
述
べ
て
い
(
1
)
 
る。
多
品
種
製
品
の
問
題
、
固
定
費
、
変
動
費
分
析
並
び
に
そ
の
直
線
性
の
問
題
等
で
、
損
益
分
岐
点
分
析
は
批
判
を
う
け
る
が
、
ウ
ェ
ル
ッ
シ
ュ
教
授
に
よ
っ
て
展
開
さ
れ
た
関
連
範
囲
概
念
の
も
と
で
、
損
益
分
岐
点
分
析
は
十
分
適
用
出
来
る
。
即
ち
予
定
の
予
算
関
連
範
囲
内
で
は
諸
原
価
の
動
き
は
ほ
ぼ
確
定
的
で
あ
る
。
従
っ
て
『
損
益
分
岐
点
分
析
は
業
務
上
の
計
画
(
0
p
e
r
a
t
i
o
n
a
l
p
l
a
n
s
)
と
一
致
し
て
提
供
さ
る
べ
き
で
あ
る
。
尚
計
画
が
形
作
ら
れ
て
い
な
い
な
ら
ば
、
損
益
分
岐
点
の
表
現
は
生
産
、
在
庫
、
売
上
及
び
原
価
の
種
々
の
水
準
に
お
け
る
予
定
と
(
2
)
 
一
致
す
べ
き
で
あ
る
』
。
と
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
彼
は
こ
の
様
な
考
え
方
か
ら
、
生
産
が
販
売
予
定
及
び
在
庫
政
策
の
基
盤
に
も
と
ず
い
て
予
算
づ
け
ら
れ
た
か
を
、
損
益
分
岐
点
分
析
は
認
六
ハ六
415 
ク
ッ
ト
ル
教
授
の
損
益
分
岐
点
分
析
論
に
つ
い
て
（
末
政
）
識
す
る
必
要
が
あ
る
。
そ
こ
で
、
期
首
及
び
期
末
の
製
品
在
庫
が
予
定
さ
れ
る
場
合
に
は
、
個
数
の
変
動
乃
至
原
価
の
流
れ
の
計
算
方
法
の
変
化
の
い
ず
れ
に
よ
っ
て
生
ず
る
如
何
な
る
在
庫
品
原
価
の
変
動
も
、
損
(
3
)
 
益
分
岐
点
分
析
に
含
め
ら
れ
る
べ
き
で
あ
る
と
強
調
し
て
い
る
。
更
に
予
算
と
損
益
分
岐
点
分
析
の
密
接
な
関
係
を
考
慮
す
る
た
め
、
予
算
作
成
の
基
礎
と
な
っ
た
原
価
計
算
方
法
と
損
益
分
岐
点
分
析
の
関
連
に
つ
い
て
、
タ
ッ
ト
ル
教
授
に
よ
れ
ば
次
の
如
く
で
あ
る
。
損
益
分
岐
点
分
析
が
予
算
等
と
結
び
つ
い
た
場
合
、
一
つ
の
標
準
乃
至
正
常
間
接
率
が
計
画
(projection)
の
た
め
の
損
益
分
岐
点
分
析
に
お
い
て
仮
定
さ
れ
る
べ
き
で
あ
り
。
『
も
し
全
部
原
価
計
算
(
f
已
l
costing)
が
仮
定
さ
れ
る
な
ら
ば
、
（
損
益
分
岐
点
数
量
が
事
実
上
予
定
数
量
以
下
に
な
る
か
ら
）
損
益
分
岐
点
図
表
は
僅
か
の
価
値
し
か
持
た
な
い
で
あ
ろ
う
。
即
ち
そ
れ
は
非
現
実
的
で
あ
り
、
提
案
さ
れ
た
計
画
と
適
合
し
な
い
』
。
と
述
べ
て
い
（
紅
゜
タ
ッ
ト
ル
教
授
は
最
後
に
又
在
庫
変
動
と
損
益
分
岐
点
分
析
の
関
連
を
強
調
し
て
次
の
様
に
述
べ
て
い
る
。
期
末
在
庫
品
の
原
価
が
予
定
平
均
製
造
原
価
に
比
較
的
接
近
し
て
い
る
か
、
先
入
先
出
法
が
使
用
さ
れ
且
在
庫
変
動
が
予
定
さ
れ
な
い
な
ら
ば
、
在
庫
品
ほ
損
益
分
岐
点
の
位
置
決
定
に
つ
い
て
の
重
要
な
要
素
で
な
い
か
も
知
れ
な
い
。
し
か
し
在
庫
変
動
が
予
定
さ
れ
る
と
き
は
、
そ
の
影
響
を
損
益
分
岐
点
分
析
に
お
い
て
考
慮
さ
る
べ
き
で
あ
る
。
従
っ
六
七
て
『
マ
ネ
ー
ジ
メ
ン
ト
は
、
個
数
、
原
価
に
お
け
る
在
庫
品
増
減
の
影
響
、
又
は
損
益
分
岐
点
分
析
に
お
け
る
両
者
の
影
響
を
知
ら
さ
れ
る
べ
(
5
)
 
き
で
あ
る
』
。
と
彼
は
結
ん
で
い
る
。
こ
の
最
後
の
節
は
損
益
分
岐
点
分
析
に
お
け
る
重
要
な
問
題
を
適
切
に
整
理
し
た
も
の
と
云
う
事
が
出
来
る
。
と
り
わ
け
原
価
計
算
と
の
関
連
に
つ
い
て
考
え
方
を
明
ら
か
に
し
て
い
る
点
は
注
目
す
べ
き
で
あ
る
。
し
か
し
固
定
製
造
間
接
費
は
正
常
間
接
費
率
に
よ
っ
て
製
品
に
配
賦
さ
れ
る
が
、
配
賦
差
額
を
生
じ
た
場
合
に
は
ど
の
様
に
損
益
分
岐
点
分
析
で
考
慮
さ
れ
る
の
か
、
彼
の
説
明
で
は
明
ら
か
で
な
い
と
思
う
。
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在
庫
変
動
と
損
益
分
岐
点
分
析
の
関
係
に
つ
い
て
は
既
に
述
べ
た
如
く
、
多
く
の
人
々
に
よ
っ
て
論
ぜ
ら
れ
て
い
る
が
、
そ
こ
で
取
扱
わ
れ
た
在
庫
変
動
は
主
と
し
て
個
数
変
動
に
よ
る
在
庫
変
動
で
あ
っ
た
。
タ
ッ
ト
ル
教
授
は
個
数
変
動
だ
け
で
な
く
、
原
価
の
流
れ
を
計
算
す
る
方
法
即
ち
在
庫
品
評
価
方
法
の
変
化
に
よ
る
在
庫
変
動
を
も
論
じ
て
い
る
。
七
416 
即
ち
先
入
先
出
法
、
後
入
先
出
法
に
よ
る
予
算
数
値
と
結
び
つ
い
た
損
益
分
岐
点
分
析
を
論
述
し
て
い
る
点
は
、
彼
が
最
初
で
あ
る
と
思
う
。
そ
の
意
味
で
こ
の
論
文
は
先
躯
的
労
作
で
あ
る
と
云
う
こ
と
が
出
来
る
。
タ
ッ
ト
ル
教
授
の
具
体
的
な
論
述
に
つ
い
て
は
、
次
の
様
な
評
価
並
び
に
問
題
点
を
指
摘
出
来
る
と
思
う
。
H
損
益
分
岐
点
売
上
を
算
出
す
る
に
あ
た
っ
て
、
彼
は
二
段
階
的
な
算
出
方
法
に
よ
っ
て
そ
れ
を
求
め
て
い
る
。
即
ち
売
上
の
損
益
分
岐
点
数
量
と
生
産
の
損
益
分
岐
点
数
量
を
そ
れ
ぞ
れ
別
個
に
計
算
し
て
い
る
点
は
彼
の
特
徴
で
あ
る
と
思
う
。
こ
の
点
は
高
く
評
価
さ
れ
て
よ
い
と
思
う
。口
与
え
ら
れ
た
予
算
に
お
け
る
期
首
・
期
末
の
在
庫
数
量
並
び
に
そ
の
金
額
が
、
如
何
な
る
売
上
並
び
に
生
産
の
と
き
に
も
原
則
と
し
て
維
持
さ
れ
る
様
に
、
タ
ッ
ト
ル
教
授
は
損
益
分
岐
点
分
析
を
な
し
て
い
る
。
即
ち
期
首
・
期
末
在
庫
品
数
量
並
び
に
金
額
は
与
え
ら
れ
た
も
の
と
し
て
、
そ
の
条
件
の
も
と
で
損
益
分
岐
点
売
上
高
を
計
算
し
、
更
に
そ
れ
を
満
す
た
め
に
必
要
な
生
産
量
を
決
定
す
る
と
い
っ
た
計
算
方
式
並
び
に
図
表
分
析
が
な
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
例
示
四
及
び
六
の
検
算
証
明
の
た
め
の
損
益
計
算
書
並
び
に
例
示
十
及
び
十
一
の
図
表
に
よ
っ
て
も
明
ら
か
で
あ
る
。
通
常
、
与
え
ら
れ
た
期
首
在
庫
品
並
び
に
当
期
生
産
且
の
も
と
で
損
益
分
岐
点
売
上
を
算
出
し
、
そ
の
結
果
と
し
て
期
末
在
庫
品
の
数
量
が
決
定
さ
れ
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。
し
か
し
タ
ッ
ト
ル
教
ク
ッ
ト
ル
教
授
の
損
益
分
岐
点
分
析
論
に
つ
い
て
（
末
政
）
授
は
期
末
在
庫
品
が
与
え
ら
れ
た
も
の
と
し
て
、
当
期
生
産
量
は
損
益
分
岐
点
売
上
の
算
出
結
果
と
し
て
得
ら
れ
る
。
こ
の
点
が
彼
の
特
異
な
分
析
方
法
で
あ
り
、
そ
こ
に
彼
の
特
徴
が
認
め
ら
れ
る
の
で
は
な
い
か
と
思
う
。
曰
各
事
例
に
つ
い
て
、
そ
れ
ぞ
れ
彼
の
工
夫
に
な
る
図
表
分
析
が
な
さ
れ
て
い
る
。
各
図
表
で
は
二
つ
の
単
位
尺
度
即
ち
製
造
数
量
と
販
売
数
量
の
目
盛
を
使
用
し
、
図
表
の
工
夫
を
図
っ
て
い
る
。
又
例
示
十
及
び
十
一
の
図
表
は
前
に
指
摘
し
た
様
に
若
干
の
問
題
が
あ
っ
た
け
れ
ど
も
、
売
上
に
よ
っ
て
回
収
さ
る
べ
き
総
費
用
線
上
に
期
末
在
庫
品
の
部
分
を
画
い
た
所
に
工
夫
が
見
ら
れ
る
。
従
っ
て
こ
の
点
注
目
す
べ
き
で
あ
る
と
思
う
。
四
後
入
先
出
法
、
先
入
先
出
法
に
よ
る
事
例
の
う
ち
で
、
特
定
在
庫
数
量
(
1
0、
0
0
0
ケ
）
の
削
滅
又
は
比
例
的
在
庫
数
量
の
削
減
が
政
策
的
前
提
と
さ
れ
て
い
る
が
、
本
来
後
入
先
出
法
、
先
入
先
出
法
の
も
と
で
は
、
こ
の
様
な
前
提
条
件
は
好
ま
し
く
な
い
と
思
う
。
こ
れ
は
実
物
の
流
れ
と
原
価
の
流
れ
の
把
握
方
法
に
混
同
が
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
国
当
期
製
造
分
よ
り
な
る
期
末
在
庫
品
の
原
価
に
、
固
定
製
造
間
接
費
が
予
算
生
産
量
八
0
、
0
0
0
ケ
の
キ
ャ
パ
シ
テ
ィ
ー
基
準
で
、
正
常
配
賦
率
に
よ
り
単
位
当
り
一
・
五
0
ド
ル
配
賦
さ
れ
て
い
る
。
前
に
指
摘
し
た
様
に
、
配
賦
差
額
が
生
じ
た
場
合
の
処
理
方
法
に
つ
い
て
は
示
さ
れ
て
い
な
い
。
例
へ
ば
予
算
生
産
量
と
異
っ
た
実
際
生
産
量
の
と
ハ
八
417 
ク
ッ
ト
ル
教
授
の
損
益
分
岐
点
分
析
論
に
つ
い
て
（
末
政
）
き
も
先
入
出
法
に
よ
る
期
末
在
庫
品
は
や
は
り
正
常
間
接
率
で
配
賦
さ
れ
た
金
額
で
あ
る
が
、
そ
の
配
賦
差
額
に
つ
い
て
ふ
れ
て
い
な
い
。
し
か
し
結
果
的
に
見
る
と
、
タ
ッ
ト
ル
教
授
の
損
益
分
岐
点
算
出
方
式
に
お
い
て
は
、
配
賦
不
足
額
は
回
収
さ
る
ぺ
き
分
子
と
し
て
の
固
定
費
に
含
め
ら
れ
た
形
に
な
っ
て
い
る
。
け
れ
ど
標
準
全
部
原
価
計
算
の
も
と
で
の
損
益
分
岐
点
分
析
に
お
け
る
処
理
方
法
と
は
異
っ
た
も
の
で
あ
る
。
在
庫
変
動
の
損
益
分
岐
点
算
出
方
式
に
お
け
る
彼
の
基
本
的
構
想
は
次
の
様
に
要
訳
出
来
る
と
思
う
。
渦
粟
回
滞
廻
紺
涸
宙
＋
湮
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．
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濾
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涸
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掻
回
滞
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宙
廿
濫
畔
滓
汁
苗
薔
gn回
滞
涸
甫
蒔
ー
菰
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廿
回
涌
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腟
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降
器
＋
回
岡
弼
冷
．
噂
悔
澤
佃
官
服
b
濾
要
隊
蓋
こ
の
考
え
方
は
損
益
分
岐
点
算
出
公
式
の
分
子
と
し
て
固
定
売
上
原
価
を
含
め
る
こ
と
に
な
る
が
、
他
の
論
文
で
指
摘
し
た
様
に
全
部
原
価
(
1
)
 
計
算
の
も
と
で
は
好
ま
し
く
な
い
と
思
う
と
思
う
。
更
に
タ
ッ
ト
ル
教
授
に
よ
っ
て
論
じ
て
欲
し
か
っ
た
と
思
わ
れ
る
点
を
次
に
取
り
上
げ
る
こ
と
に
す
る
。
①
在
庫
品
変
動
は
計
算
の
簡
易
化
の
た
め
か
、
完
成
品
に
限
定
さ
れ
て
い
た
。
出
来
れ
ば
仕
掛
品
変
動
に
つ
い
て
も
論
じ
て
欲
し
か
っ
た
。
②
製
品
評
価
方
法
と
し
て
、
後
入
先
出
法
と
先
入
先
出
法
の
事
例
を
六
九
あ
げ
、
そ
の
場
合
の
損
益
分
岐
点
分
析
を
論
じ
て
い
る
が
、
総
平
均
法
．
等
の
関
連
も
明
示
し
て
欲
し
か
っ
た
。
⑧
直
接
原
価
計
算
、
中
間
報
告
の
た
め
の
固
定
製
造
間
接
費
配
賦
差
額
の
繰
延
処
理
の
場
合
等
に
お
け
る
損
益
分
岐
点
分
析
は
ど
う
な
る
か
を
明
ら
か
に
し
て
欲
し
か
っ
た
。
右
の
様
に
問
題
点
が
指
摘
さ
れ
、
又
種
々
の
要
望
が
な
さ
れ
た
と
し
て
も
、
タ
ッ
ト
ル
教
授
の
労
作
は
棚
卸
資
産
評
価
方
法
と
の
関
連
に
お
い
て
損
益
分
岐
点
分
析
を
最
初
に
詳
細
に
論
述
し
た
先
駆
的
論
文
と
し
て
高
く
評
価
さ
れ
る
べ
き
も
の
で
あ
る
と
思
う
。
し
か
し
タ
ッ
ト
ル
教
授
の
労
作
を
足
が
か
り
と
し
て
、
更
に
今
後
の
展
開
が
考
え
ら
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
思
う
。
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